


＜Today’s　contents＞
①嚥下圧とは？

②嚥下圧の構成筋群の 
　　　　　　解剖と姿勢との繋がり

③立ち上がりでの嚥下圧 
　　　　評価・アプローチのポイント

立ち上がりでの『嚥下圧』の評価・アプローチ



摂食:食の認識 

嚥下：食べ物を胃まで飲み込むこと

摂食嚥下の５期モデル

① ② ③ ④ ⑤
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嚥下に必要な『圧』とは？

or

① ②



大脳皮質

延髄小細胞性網様体
嚥下CPG

弧束核 
（NTS）

疑核 
（舌咽・迷走神経） 

舌下神経核

受容器 
（舌・歯・咽頭粘膜等） 
三叉神経・ 舌咽神経（GPN） 
迷走神経（上喉頭神経（SLN））

嚥下関連筋群

皮質延髄路

末梢性嚥下

中枢性嚥下

延髄

嚥下の神経機構



嚥下の神経機構（末梢性嚥下）
食塊が感覚受容器を刺激 

（舌・口腔粘膜・歯・咽頭粘膜）

弧束核

延髄網様体

舌下神経核 疑核

舌筋 咽頭筋・喉頭筋

三叉神経 舌咽神経 迷走神経

・感覚入力にて運動出力 
・連続性嚥下には末梢入力が必須

舌

CPG

軟口蓋

弧束核

舌下神経核

三叉神経

舌咽・迷走神経
疑核 

（舌咽・迷走）



口腔送り込み期 咽頭期先行期 
（認知期）

口腔準備期 食道期

嚥下圧とは？
① ② ③ ④ ⑤

食塊形成 嚥下圧 嚥下反射 蠕動運動
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口蓋舌筋口蓋咽頭筋

嚥下圧の構成筋群の解剖について

＊舌筋・口蓋筋群・咽頭収縮筋と舌骨・喉頭（甲状軟骨）の繋がり



①肩甲帯

②胸郭（腹圧）

③骨盤・股関節

舌筋・口蓋筋群・咽頭収縮筋と姿勢の関係性



重心右後方へ

股関節外転・外旋 
→骨盤後傾・右回旋

姿勢から嚥下機能評価の仮説



重心

床反力

筋緊張

重心

床反力

人が地球上で姿勢を保つ
為には、常に重力（１G）
が外力として関わる

重心

10
5

重力の合力 
15

張力：15
筋緊張

つり合う

重力・張力（筋緊張）・重心の考え方



頭頸部・肩甲帯胸郭（腹圧）骨盤・股関節

嚥下評価から姿勢評価の関係性

常に『重心』が保持できているかを評価しつつ、
それに伴う嚥下機能の変化をモニタリングする！



嚥下評価から姿勢評価の関係性

頭頸部・肩甲帯胸郭（腹圧）骨盤・股関節

常に『重心』が保持できているかを評価しつつ、
それに伴う嚥下機能の変化をモニタリングする！



嚥下評価から姿勢評価の関係性

頭頸部
肩甲帯

胸郭（腹圧）

骨盤・股関節



重心

床反力

筋緊張

重心

10
5

重力の合力 
15

張力：15
筋緊張

つり合う
筋緊張の張力を補助

アライメント・重心

嚥下評価

嚥下評価と部位別評価（優先順位）
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ADL上での立ち上がりについて



立ち上がりの重心軌跡

屈曲相

伸展相

床反力↑
筋緊張↑

重心↓



徒手運動療法のための筋筋膜経線:医学書院,2009
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